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三
月
三
十
日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
東

京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

仏
教
徒
の
歌
「
あ
あ
、
こ
の
よ
ろ
こ
び
」

斉
唱
、
里
見
達
人
理
事
長
導
師
の
も
と
三
帰

依
文
を
唱
和
。
里
見
理
事
長
を
議
長
に
、
議

事
録
署
名
人
に
、
安
原
晃
（
真
宗
大
谷
派
）

・
松
濤
弘
道
（
学
識
経
験
者
）
の
両
師
を
選

出
し
議
事
に
入
っ
た
。

●
議
案
第
一
号

第
二
十
六
期
事
務
総
局
人

事
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

里
見
理
事
長
よ
り
上
程
。
小
林
正
道
事
務

総
長
が
議
案
内
容
を
説
明
。
原
案
の
と
お
り

承
認
さ
れ
た
。（
三
頁
に
掲
載
）

一
、
国
政
選
挙
へ
の
対
応
に
つ
い
て

壽
山
社
会
部
長
よ
り
第
二
十
回
参
議
院
選

挙
（
七
月
予
定
）
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
昨

年
十
一
月
の
第
四
十
三
回
衆
議
院
選
挙
の
推

薦
方
針
を
説
明
。
様
々
な
意
見
が
提
起
さ
れ

継
続
協
議
を
行
う
合
意
が
な
さ
れ
た
。

二
、
改
革
推
進
委
員
会
へ
の
諮
問
事
項
に
つ

い
て

櫻
井
総
務
部
長
よ
り
三
月
二
十
四
日
開
催

の
改
革
推
進
委
員
会
に
お
い
て
委
員
長
に
瀬

古
眞
隆
師
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）、
副
委
員

長
に
荒
川
正
憲
師
（
学
識
経
験
者
）
を
選
出

し
た
こ
と
を
報
告
。
同
委
員
会
で
本
会
の
現

況
と
検
討
を
願
い
た
い
事
項
の
説
明
が
な
さ

れ
、
理
事
長
諮
問
を
行
う
こ
と
が
了
承
さ
れ

た
。

三
、
鳥
取
県
宗
教
法
人
情
報
開
示
問
題
に
つ

い
て

森
和
久
理
事
（
日
本
宗
教
連
盟
担
当
・
同

連
盟
理
事
）
よ
り
日
本
宗
教
連
盟
の
文
化
庁

文
化
部
宗
務
課
と
の
協
議
の
現
況
や
鳥
取
県

へ
の
対
応
に
つ
い
て
報
告
。
ま
た
、
長
谷
川

正
浩
顧
問
弁
護
士
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
の

問
題
点
を
説
明
し
た
。
本
会
加
盟
団
体
中
、

傘
下
の
寺
院
に
関
わ
る
重
要
案
件
と
し
て
慎

重
且
つ
急
を
要
す
る
対
応
を
す
べ
く
、
継
続

協
議
し
て
い
く
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。（
四

頁
に
掲
載
）

四
、
広
報
拡
充（『
全
仏
』
誌
の
配
布
拡
充
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新
）
に
つ
い
て

『
全
仏
』
誌
の
配
布
を
加
盟
団
体
傘
下
の

全
寺
院
ま
で
拡
大
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

理
事
よ
り
提
言
。
小
林
事
務
総
長
が
広
報
活

動
の
現
況
を
説
明
し
た
。
全
寺
院
へ
の
配
布

は
、
重
要
な
事
と
認
識
し
て
い
る
も
の
の
現

下
の
財
政
状
況
で
は
、
そ
の
余
裕
が
な
い
。

し
か
し
、
要
望
に
応
え
る
方
策
と
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
と
刷
新
を
行
い
、『
全

仏
』
誌
の
過
去
三
年
分
を
画
面
上
で
見
る
こ

と
や
印
刷
が
で
き
る
。
ま
た
、『
全
仏
だ
よ

り
』
を
各
加
盟
団
体
の
宗
報
等
に
掲
載
依
頼

を
行
い
、
広
報
の
拡
充
を
進
め
て
い
る
。

�
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
現
況
報
告

松
原
功
人
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委
員
長
、

渡
邊
宗
徹
国
際
文
化
部
長
よ
り
ル
ン
ビ
ニ
ー

園
復
興
事
業
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

�
学
識
経
験
者
委
員
の
追
加
と
関
係
団
体
へ

の
派
遣
人
事
変
更
に
つ
い
て

櫻
井
総
務
部
長
が
報
告
し
、
了
承
さ
れ
た
。

（
七
頁
に
人
事
を
掲
載
）

�
世
界
仏
教
徒
連
盟
（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
）
報
告

松
濤
弘
道
理
事
（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
担
当
・
Ｗ
Ｆ
Ｂ

副
会
長
）
よ
り
去
る
二
月
二
十
一
日
か
ら
二

十
五
日
ま
で
中
華
民
国
（
高
雄
市
）
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
執
行
委
員
会
の
報
告
が
な
さ

れ
た
。（
詳
細
は
、
本
誌
四
九
七
号
に
掲
載
）

�
公
益
法
人
制
度
改
革
の
諸
問
題
に
つ
い
て

長
谷
川
顧
問
弁
護
士
よ
り
政
府
は
公
益
法

人
に
対
し
、
原
則
課
税
を
前
提
に
本
年
十
二

月
末
を
目
途
に
「
基
本
的
枠
組
み
の
具
体

化
」
を
進
め
て
い
る
と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

本
会
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
緊
急
に
対
応

す
る
こ
と
が
肝
要
と
認
識
し
、
継
続
協
議
す

る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

�
藤
井
日
光
会
長
就
任
祝
賀
会
に
つ
い
て

岩
間
湛
正
理
事
よ
り
来
る
五
月
七
日
、
帝

国
ホ
テ
ル
に
お
い
て
就
任
祝
賀
会
を
開
催
す

る
報
告
が
な
さ
れ
た
。
本
会
の
副
会
長
・
常

務
理
事
・
理
事
・
監
事
に
案
内
状
を
送
付
。

出
席
依
頼
が
な
さ
れ
た
。

※
理
事
会
は
、
監
事
・
評
議
員
・
各
種
委
員

の
傍
聴
が
許
可
さ
れ
、
理
事
会
終
了
後
記

者
会
見
が
行
わ
れ
た
。

協
議
事
項

東京グランドホテルで行なわれた理事会

報
告
事
項

理
事
会
開
催
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こ
の
た
び
、
四
月
一
日
付
け
で
財
団
法

人
全
日
本
仏
教
会
第
二
十
六
期
事
務
総
長

を
拝
命
し
、
そ
の
任
に
当
た
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
齋
藤
明
聖
で
ご
ざ
い
ま
す
。
所

属
宗
派
は
真
宗
大
谷
派
、
現
在
五
十
二
歳

で
あ
り
ま
す
。

本
会
に
は
、
一
九
八
四
年
か
ら
一
九
九

四
年
ま
で
事
務
総
局
に
て
文
化
部
長
・
組

織
部
長
・
事
務
総
局
機
構
改
革
の
後
に
、

社
会
部
長
・
同
和
推
進
部
長
・
財
務
部
長

を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
経
験
が
ご
ざ

い
ま
す
。

そ
の
間
、
善
き
諸
先
輩
方
に
遇
う
こ
と

が
で
き
、
温
か
い
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た

ご
恩
は
、
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。さ

て
、
本
会
は
、
時
局
的
な
も
の
と
し

て
公
益
法
人
制
度
改
革
に
係
わ
る
問
題
、

教
育
基
本
法
に
つ
い
て
、
長
年
の
懸
案
事

項
と
し
て
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
、

同
和
推
進
等
々
多
く
の
重
要
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
二
〇
〇
七
年
に
は
財
団
創
立

五
〇
周
年
と
い
う
大
変
大
切
な
節
目
の
時

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

現
状
の
組
織
・
機
構
を
見
直
し
て
時
代

に
相
応
し
た
も
の
に
変
革
し
よ
う
と
の
意

味
で
理
事
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
「
改
革

推
進
委
員
会
」
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
各
位
に
は
、
将
来
へ
の
展
望
も
含

め
て
、
本
会
の
今
日
的
な
存
在
意
義
と
必

要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
議
論
を
尽
く

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

事
務
総
長
と
い
う
重
責
を
担
う
に
は
洵

に
非
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
各
位
の
ご

教
示
を
賜
り
微
力
な
が
ら
全
力
を
尽
く
す

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

合

掌

事
務
総
長
就
任
に
あ
た
っ
て

事
務
総
長

齋

藤

明

聖

三
月
十
一
日
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で

第
三
十
八
回
仏
教
伝
道
文
化
賞
贈
呈
式
が
開

催
さ
れ
た
。
本
会
か
ら
福
田
亮
二
社
会
部
次

長
が
出
席
し
た
。

仏
教
伝
道
文
化
賞
は
、
仏
教
の
伝
道
と
仏

教
文
化
に
貢
献
の
あ
っ
た
人
を
毎
年
選
定
し
、

本
年
は
作
家
の
五
木
寛
之
氏
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
正
法
寺
・
大
菩
薩
禅
堂
金
剛
寺
を
建
立

し
国
内
外
で
禅
の
指
導
等
に
あ
た
っ
て
い
る

臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
嶋
野
榮
道
師
の
両
名
が

受
賞
し
た
。

式
典
で
は
、
沼
田
智
秀
会
長
が
登
壇
し
献

灯
・
献
花
、
焼
香
、
聖
典
奉
読
に
続
き
、
信

楽
峻
麿
理
事
長
よ
り
賞
状
と
副
賞
が
受
賞
者

に
贈
ら
れ
た
。

そ
の
後
祝
宴
が
行
わ
れ
、
約
百
名
が
参
加

し
受
賞
者
を
祝
っ
た
。

仏
教
伝
道
協
会

仏
教
伝
道
文
化
賞
贈
呈
式仏教伝道文化賞を受賞した嶋野榮道師

第
二
十
六
期
事
務
総
局
一
同

今
般
、
任
期
満
了
に
と
も
な
い
四
月
一
日

よ
り
事
務
総
局
が
新
た
に
発
足
い
た
し
ま
し

た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
全
一
仏
教
運
動
推
進

の
た
め
に
精
進
致
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。
何

卒
、
今
後
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
懇
願

申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

事
務
総
長

齋
藤
明
聖（
真
宗
大
谷
派
）

総
務
部
長

櫻
井
英
幸（
曹
洞
宗
）

財
務
部
長

宮
川
宏
生（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

同
和
推
進
部
長

小
島
恵
真（
真
言
宗
豊
山
派
）

社
会
部
長

奈
良
慈
徹（
日
蓮
宗
）

国
際
文
化
部
長

壽
山
良
光（
高
野
山
真
言
宗
）

総
務
部
次
長

江
口
智
流（
真
宗
大
谷
派
）

同
和
推
進
部
次
長

入
西
智
彦（
浄
土
宗
）

社
会
部
次
長

山
本
観
晃（
天
台
宗
）

社
会
部
次
長

福
田
亮
二（
真
言
宗
智
山
派
）

国
際
文
化
部
次
長

北
折
真
一（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

総
務
部
主
事

江
島
聖
美

財
務
部
主
事

江
澤
み
ゆ
き

第
二
十
五
期

事
務
総
局
退
任
の
ご
挨
拶

今
般
任
期
満
了
に
伴
い
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
事
務
総
局
在

任
中
の
ご
指
導
ご
厚
情
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

事
務
総
長

小
林
正
道（
浄
土
宗
）

国
際
文
化
部
長

渡
邉
宗
徹（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

3ZENBUTSU２００４年５月１日



鳥
取
県
と
宗
務
課
の
見
解
の
相
異
は
、
宗

教
法
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
書
類
を
管
理
す
る

事
務
が
法
定
受
託
事
務
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
鳥
取
県
は
開
示
・

不
開
示
の
基
準
に
つ
い
て
宗
務
課
の
見
解
に

従
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
書
類
提
出
制

度
の
目
的
は
宗
教
団
体
と
し
て
の
要
件
を
備

え
て
い
る
か
ど
う
か
、
法
令
・
規
則
に
従
っ

て
目
的
に
沿
っ
た
行
動
を
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
所
轄
庁
が
継
続
的
に
把
握
し
そ
の
適
正

な
権
限
を
行
使
し
、
そ
の
行
政
責
任
を
果
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
（
前

川
喜
平
「
宗
務
行
政
の
当
面
す
る
諸
問
題
に

つ
い
て
」
宗
務
時
報
平
成
十
年
十
月
・
三
一

頁
）。こ

の
よ
う
な
目
的
を
も
つ
書
類
提
出
制
度

は
、
そ
の
性
質
背
景
等
か
ら
、
国
が
本
来
課

す
べ
き
役
割
に
係
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
国
に

お
い
て
そ
の
適
正
な
処
理
を
特
に
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
地

方
自
治
法
第
二
条
九
項
一
号
、
宗
教
法
人
法

第
八
十
七
条
の
二
）。
宗
教
法
人
法
上
の
所

轄
庁
の
権
限
行
使
が
、
都
道
府
県
に
よ
っ
て

相
異
す
る
こ
と
は
、
こ
と
の
性
質
上
許
さ
れ

な
い
か
ら
で
す
。

書
類
を
受
け
取
る
こ
と
と
受
け
取
っ
て
か

ら
書
類
を
管
理
す
る
こ
と
を
分
け
て
前
者
を

法
定
受
託
事
務
と
し
、
後
者
を
法
定
受
託
事

務
で
な
い
と
い
う
鳥
取
県
の
見
解
は
、
宗
教

法
人
法
で
定
め
ら
れ
た
書
類
提
出
制
度
の
目

的
を
無
視
す
る
も
の
で
す
。
提
出
さ
れ
た
書

類
を
適
正
に
管
理
し
な
け
れ
ば
、
宗
教
法
人

が
そ
の
目
的
に
沿
っ
て
行
動
し
て
い
る
か
ど

う
か
把
握
で
き
ず
、
引
い
て
は
適
正
な
所
轄

庁
の
権
限
行
使
は
お
ぼ
つ
か
な
い
か
ら
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
前
号
（
全
仏
誌
四
九
六
号
）

で（
財
）日
本
宗
教
連
盟
が
平
成
十
六
年
二
月

十
二
日
に
五
項
目
に
わ
た
る
二
回
目
の
質
問

を
鳥
取
県
知
事
に
対
し
て
行
っ
た
旨
お
知
ら

せ
致
し
ま
し
た
。
質
問
の
五
項
目
の
大
要
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。
�
開
示
し
た
宗
教
法

人
の
名
称
は
開
示
し
た
法
人
の
不
利
益
情
報

だ
か
ら
明
ら
か
に
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
開
示
す
る
と
こ
の
宗
教
法
人
に
ど

の
よ
う
な
不
利
益
を
与
え
る
の
か
。
�
県
の

情
報
公
開
条
例
第
九
条
二
項
三
号
に
い
う

「
当
該
法
人
等
の
権
利
」
に
は
い
か
な
る
権

利
が
含
ま
れ
る
の
か
、
ま
た
、
宗
教
法
人
に

つ
い
て
の
情
報
の
開
示
・
非
開
示
の
判
断
基

準
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
宗
教
法

人
と
他
の
法
人
と
で
公
文
書
の
取
扱
い
に
つ

い
て
差
異
を
生
ず
る
こ
と
は
な
い
の
か
。
�

鳥
取
県
が
管
理
し
て
い
る
法
人
の
数
は
い
か

ほ
ど
で
、
そ
れ
ら
の
非
公
知
公
文
書
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
法
人
に

関
す
る
公
文
書
の
開
示
請
求
が
あ
っ
た
と
き

も
、
宗
教
法
人
と
同
様
の
判
断
を
し
て
い
る

と
解
し
て
よ
い
か
。
�
正
当
な
利
益
を
害
す

る
か
ど
う
か
を
個
々
に
審
査
し
て
開
示
決
定

の
判
断
を
す
る
と
い
う
が
、「
正
当
な
利
益

を
害
し
な
い
」
場
合
と
は
い
か
な
る
場
合
を

い
う
の
か
。
�
開
示
さ
れ
る
宗
教
法
人
と
利

害
関
係
が
特
定
で
き
な
い
開
示
請
求
者
に
非

公
知
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
が
、
ど
の
よ
う

な
意
味
で
鳥
取
県
の
宗
務
行
政
の
推
進
に
資

す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

鳥
取
県
は
、
右
の（
財
）日
本
宗
教
連
盟
の

質
問
に
対
し
平
成
十
六
年
三
月
十
五
日
付
次

の
よ
う
な
要
旨
で
回
答
し
て
き
ま
し
た
。

�
に
対
し
て
、
開
示
さ
れ
た
宗
教
法
人
名

を
公
に
す
る
と
開
示
請
求
者
の
特
定
に
つ
な

が
っ
た
り
、
開
示
さ
れ
た
宗
教
法
人
が
ト
ラ

ブ
ル
を
抱
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
た
り
す
る
不
利
益
が
生
じ
る
お
そ
れ
が

あ
る
。
�
に
つ
い
て
「
当
該
宗
教
法
人
等
の

権
利
」
に
は
、
憲
法
に
い
う
信
教
の
自
由
に

基
づ
く
権
利
が
含
ま
れ
る
。
開
示
す
る
か
ど

う
か
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
法
人
の
特
性
や

情
報
の
内
容
等
個
別
の
事
項
を
十
分
考
慮
す

る
こ
と
に
し
て
お
り
、
法
人
の
種
類
に
よ
っ

て
判
断
を
異
に
す
る
こ
と
は
あ
る
。
�
社
団

・
財
団
は
二
百
十
法
人
、
学
校
法
人
は
二
十

六
法
人
、
そ
の
他
社
会
福
祉
法
人
、
農
協
等

が
あ
り
、
開
示
・
非
開
示
は
「
当
該
法
人
等

の
権
利
、
競
争
上
の
地
位
そ
の
他
正
当
な
利

益
」
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ど
う
か
を

判
断
し
た
う
え
で
決
定
す
る
。
�
「
正
当
な

利
益
を
害
す
る
」
と
は
、
開
示
す
る
と
宗
教

法
人
の
尊
厳
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る

よ
う
な
も
の
で
、
例
え
ば
壇
信
徒
や
宝
物
等

に
関
す
る
記
載
が
こ
れ
に
該
る
。
�
県
情
報

公
開
条
例
の
目
的
に
資
す
る
た
め
に
は
、
県

民
の
県
政
に
対
す
る
信
頼
が
不
可
欠
で
、
そ

の
為
に
公
開
し
て
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
と
い
う
も
の
で
す
。

（
財
）日
本
宗
教
連
盟
で
は
、
右
の
回
答
に

対
し
、
さ
ら
に
六
項
目
の
質
問
を
平
成
十
六

年
三
月
三
十
一
日
付
で
鳥
取
県
知
事
に
行
い

ま
し
た
。

問
題
の
本
質

鳥
取
県
が
行
っ
た

開
示
問
題
の
本
質
と

二
回
目
の
回
答
③

■
本
会
顧
問
弁
護
士

長
谷
川

正
浩

二
回
目
の
質
問
と
鳥
取
県
か
ら
の
回
答
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「仏教と心の国際観光会議」に出席して
～世界平和と仏教の役割～

ルンビニー委員会顧問報 告

菊池 法純

二
月
十
七
〜
十
九
日
、
イ
ン
ド
政
府
観
光

文
化
省
の
主
催
に
よ
る
、「
仏
教
と
心
の
観

光
国
際
会
議
」
が
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
及
び
ブ

ッ
ダ
ガ
ヤ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
本
会
議

に
は
国
内
外
よ
り
約
七
〇
〇
名
の
仏
教
徒
・

旅
行
業
者
が
参
加
し
、
本
会
か
ら
は
、
主
催

者
の
招
待
に
よ
り
、
土
佐
舜
成
師
（
国
際
仏

教
興
隆
協
会
会
長
）・
日
下
俊
諦
師
（
国
際

仏
教
興
隆
協
会
広
報
局
長
）・
菊
池
法
純
師

（
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
顧
問
）・
戸
松
義
晴

師
（
国
際
委
員
会
委
員
）
及
び
入
西
智
彦
国

際
文
化
部
次
長
が
参
加
し
た
。
今
号
に
お
い

て
は
、
菊
池
師
よ
り
ご
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

＊

＊

＊

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
大
統
領
と
仏
教

今
次
会
議
の
主
役
を
務
め
た
カ
ラ
ー
ム
大

統
領
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
。「
ミ
サ
イ

ル
開
発
の
父
」と
呼
ば
れ
、
イ
ン
ド
の
地
下

核
実
験
を
成
功
さ
せ
た
責
任
者
で
あ
る
。
ヒ

ン
ズ
ー
至
上
主
義
を
掲
げ
る
イ
ン
ド
人
民
党

（
Ｂ
Ｊ
Ｐ
）
を
主
軸
と
す
る
国
民
民
主
連
合

政
権
は
此
程
、
こ
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
大
統

領
の
下
で
「
仏
教
と
心
の
観
光
国
際
会
議
」

を
主
催
し
た
。

イ
ン
ド
は
米
国
の
強
い
要
請
に
も
係
わ
ら

ず
イ
ラ
ク
派
兵
を
拒
否
し
た
。
同
大
統
領
は

「
世
界
は
混
迷
と
不
安
の
危
機
的
状
況
に
あ

り
、
こ
れ
は
暴
力
に
結
び
つ
く
相
互
不
信
と

憎
し
み
合
い
か
ら
起
き
て
い
る
」
と
の
現
状

認
識
を
示
し
、
非
暴
力
と
慈
悲
の
理
念
を
説

い
た
仏
陀
の
遺
跡
が
あ
り
、
世
界
人
口
の
六

分
の
一
、
十
億
の
民
を
擁
す
る
イ
ン
ド
は
世

界
平
和
実
現
に
む
け
て
責
務
を
担
う
も
の
で

あ
る
と
強
調
し
た
。
仏
陀
は
在
世
中
四
十
五

ヵ
所
の
場
所
を
訪
れ
説
法
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
聖
地
を
愛
と
慈
悲
を
学
ぶ
大
学
と
し

て
位
置
づ
け
、
特
に
七
・
八
世
紀
に
隆
盛
を

極
め
世
界
の
各
地
か
ら
留
学
僧
が
集
ま
り
仏

陀
の
教
え
を
学
ん
だ
ナ
ー
ラ
ン
ダ
学
問
寺
に

言
及
、
愛
と
慈
悲
の
心
を
身
に
つ
け
、
眞
に

目
覚
め
た
世
界
市
民
を
育
成
し
、
世
界
の
学

者
・
宗
教
的
指
導
者
・
科
学
者
が
集
ま
り
、

眞
剣
に
議
論
を
交
わ
し
世
界
の
融
和
と
理
解

を
図
る
新
し
い
意
義
を
担
っ
た
大
学
を
ナ
ー

ラ
ン
ダ
に
再
建
す
る
構
想
を
提
唱
し
た
。

イ
ン
ド
は
隣
国
パ
キ
ス
タ
ン
と
カ
シ
ミ
ー

ル
紛
争
を
抱
え
、
国
内
で
は
ラ
ー
マ
神
生
誕

の
地
ア
ヨ
ー
デ
ィ
ヤ
の
ム
ス
リ
ム
寺
院
を
Ｂ

Ｊ
Ｐ
の
支
持
母
体
Ｒ
Ｓ
Ｓ
（
国
民
奉
仕
隊
）

が
破
壊
し
た
事
件
が
尾
を
ひ
き
、
ヒ
ン
ズ
ー

教
徒
と
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
根
深
い
対
立
が
続

い
て
い
る
。
こ
の
対
立
を
乗
越
え
る
知
恵
を

我
執
我
所
執
を
否
定
し
平
和
と
慈
悲
を
体
現

し
よ
う
と
す
る
仏
教
の
教
え
に
求
め
た
の
か

も
知
れ
な
い
。

仏
教
観
光
と
問
題
点

イ
ン
ド
へ
の
観
光
客
数
は
三
年
前
ま
で
は

二
百
数
十
万
あ
っ
た
が
、
米
同
時
多
発
テ
ロ

・
ア
フ
ガ
ン
戦
争
・
カ
シ
ミ
ー
ル
の
緊
張
・

グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
の
宗
教
対
立
の
煽
り
を
受
け

て
百
万
人
以
上
も
激
減
し
た
。
こ
れ
に
と
も

な
っ
て
観
光
に
よ
る
外
貨
収
入
も
減
少
し
た
。

ジ
ャ
グ
モ
ー
ハ
ン
観
光
大
臣
か
ら
は
「
イ

ン
ド
の
仏
教
遺
産
と
新
し
い
対
応
策
」
と
題

し
、
ア
ジ
ャ
ン
タ
、
エ
ロ
ー
ラ
石
窟
寺
院
壁

画
の
修
復
、
ブ
ッ
タ
ガ
ヤ
国
際
空
港
、
ナ
ー

ラ
ン
ダ
玄
奘
記
念
館
の
建
設
な
ど
観
光
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
に
つ
き
説
明
が
あ
っ
た
が
、
参

加
者
か
ら
は
仏
跡
観
光
ル
ー
ト
に
ト
イ
レ
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
モ
テ
ル
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
、
物
乞
い
を
装
っ
た
悪
意
あ
る
者
が
近
づ

い
て
き
て
危
険
を
感
ず
る
こ
と
な
ど
に
苦
情

が
出
さ
れ
、
ま
た
台
湾
の
巡
礼
団
が
武
装
し

た
群
盗
に
襲
わ
れ
所
持
品
を
略
奪
さ
れ
た
例

を
引
合
い
に
治
安
対
策
強
化
へ
の
要
望
が
出

さ
れ
た
。
観
光
は
イ
ン
ド
に
と
っ
て
外
貨
獲

得
の
重
要
な
収
入
源
で
あ
る
。

イ
ン
ド
と
大
国
へ
の
道

大
統
領
は
、
イ
ン
ド
は
技
術
立
国
と
な
り
、

持
続
的
に
経
済
成
長
率
一
〇
％
を
達
成
、
二

〇
二
〇
年
ま
で
に
世
界
の
四
大
国
に
な
る
と

宣
言
し
た
。
ポ
ス
ト
・
ア
メ
リ
カ
を
睨
み
、

台
頭
す
る
中
国
を
意
識
し
つ
つ
巨
象
イ
ン
ド

は
着
実
に
動
き
始
め
て
い
た
。
イ
ン
ド
は
日

本
の
円
借
款
の
最
大
の
供
手
国
と
な
る
。
日

印
協
力
は
益
々
進
む
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
日

本
の
仏
教
徒
の
多
く
は
、
仏
跡
巡
拝
は
無
明

の
闇
か
ら
救
わ
れ
、
六
道
に
転
生
す
る
こ
と

の
な
い
身
に
な
ら
せ
て
頂
い
た
喜
び
を
感
謝

す
る
深
い
敬
虔
な
感
情
を
も
っ
て
行
う
「
心

の
旅
」
で
あ
る
こ
と
を
イ
ン
ド
の
指
導
者
た

ち
は
気
づ
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

インド政府観光文化省主催
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三
月
三
日
、
福
岡
県
仏
教
連
合
会
を
訪
問

し
、
松
尾
善
雄
会
長
は
じ
め
、
三
笠
和
雄
副

会
長
、
藤
本
弘
文
副
会
長
、
松
岡
良
彦
副
会

長
、
頼
松
祥
吉
事
務
局
長
、
信
行
千
尋
庶
務
、

中
山
卓
仁
会
計
、
渡
部
公
元
広
報
部
長
、
安

永
宏
史
研
修
部
長
の
九
名
に
活
動
に
つ
い
て

お
話
を
伺
っ
た
。

＊

＊

＊

Ｑ

福
岡
県
仏
教
連
合
会
の
概
要
に
つ
い
て

Ａ

福
岡
県
仏
教
連
合
会
は
、
二
十
七
支
部

・
約
千
ヶ
寺
が
加
盟
し
て
お
り
ま
す
。
本
年

度
の
重
点
課
題
と
し
て

�
組
織
の
機
能
的
運
営
と
拡
大

�
サ
ン
ガ
奉
仕
の
会
の
活
動
拡
大

�
財
政
と
支
援
者

こ
の
三
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、
昨
年
の
前
進

座
特
別
講
演
の
後
援
、
仏
教
文
化
講
座
会
の

開
催
、
統
一
花
ま
つ
り
、
本
年
四
月
に
僧
侶

対
象
の
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア
、
人
生
の
終

末
と
仏
教
」
と
題
し
た
研
修
会
、
ま
た
、
五

月
に
は
僧
侶
・
一
般
の
方
々
を
対
象
と
し
た

「
医
療
と
宗
教
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア
」
と

題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
予
定
で
す
。

Ｑ

重
点
課
題
で
上
げ
ら
れ
た
組
織
の
機
能

的
運
営
と
拡
大
に
つ
い
て

Ａ

現
在
未
加
盟
の
仏
教
会
や
寺
院
が
多
く

あ
り
ま
す
。
加
盟
促
進
・
組
織
の
充
実
を
計

る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
講
習
会
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
り
県
下
の
未
加
盟
寺

院
に
も
直
接
案
内
を
送
り
県
仏
の
活
動
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
一
般

の
方
々
に
も
広
報
の
充
実
を
は
か
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ

サ
ン
ガ
奉
仕
の
会
に
つ
い
て

Ａ

県
仏
組
織
の
拡
大
と
も
関
係
し
て
き
ま

す
が
、
約
三
年
程
前
、
今
後
の
組
織
充
実
の

た
め
規
約
の
改
正
か
ら
組
織
構
成
の
変
更
を

考
え
ま
し
た
。

今
、
社
会
の
要
請
と
し
て
仏
教
者
の
社
会

進
出
を
求
め
る
声
を
聞
き
ま
す
。
サ
ン
ガ
奉

仕
の
会
は
、
各
宗
派
か
ら
二
・
三
名
の
青
年

僧
を
人
選
し
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
結

成
当
時
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
難
民
救
済
の
た

め
托
鉢
を
行
い
、
福
岡
市
に
事
務
所
を
置
く
、

医
療
活
動
を
支
援
す
る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
を

通
じ
、
援
助
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

先
に
お
話
し
い
た
し
ま
し
た
講
演
会
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
、「
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の

危
機
」
を
テ
ー
マ
に
終
末
医
療
等
の
社
会
の

身
近
な
問
題
を
取
り
上
げ
、
僧
侶
そ
し
て
一

般
の
皆
様
と
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

宗
教
者
が
社
会
の
中
で
様
々
な
活
動
を
し

活
躍
し
て
い
る
の
は
事
実
で
す
が
、
一
般
に

は
あ
ま
り
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
福

岡
県
仏
教
連
合
会
で
は
、
こ
の
サ
ン
ガ
奉
仕

の
会
を
中
心
に
メ
デ
ィ
ア
・
学
校
な
ど
に
活

動
を
紹
介
し
、
多
く
の
方
々
に
広
報
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

＊

＊

＊

取
材
の
後
、
福
岡
県
仏
教
徒
連
盟
の
役
員

・
常
任
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
会
か
ら
、

壽
山
良
光
社
会
部
長
、
福
田
亮
二
社
会
部
次

長
も
出
席
し
、
鳥
取
県
の
情
報
開
示
に
つ
い

て
の
対
応
と
現
況
報
告
並
び
に
、
全
日
本
仏

教
徒
会
議
開
催
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

加
盟
団
体
訪
問

福
岡
県
仏
教
連
合
会

前列右より、三笠和雄副会長、松尾善雄会長、松岡良彦副会長、藤本弘文副会長
後列右より、渡部公元部長、信行千尋庶務、頼松祥吉事務局長、中山卓仁会計、安永宏史部長

・
主
催

福
岡
県
仏
教
連
合
会

協
賛

サ
ン
ガ
奉
仕
の
会

・
日
時

五
月
二
十
日（
木
）

午
後
三
時
よ
り

・
場
所

ホ
テ
ル
日
航
福
岡

・
募
集

僧
侶
、
一
般

・
参
加
費

千
円

・
講
師

基
調
講
演

京
都
堀
川
病
院
元
院
長

早
川
一
光
氏

パ
ネ
リ
ス
ト

＊
高
野
山
真
言
宗
飛
騨
千
光
寺

住
職

大
下
大
圓
師

他
二
名

―
お
問
い
合
せ
―

福
岡
県
仏
教
連
合
会
事
務
局

℡

〇
九
三
〇（
二
二
）二
四
九
八

「
医
療
と
宗
教

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２００４年５月１日6



三
月
二
十
四
日
、
本
会
会
議
室
で
第
一
回

改
革
推
進
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

改
革
推
進
委
員
会
は
、
昨
年
十
一
月
の
理

事
会
で
財
政
検
討
委
員
会
の
答
申
（
全
仏
誌

四
九
五
号
参
照
）
が
承
認
さ
れ
、
本
会
が
よ

り
充
実
し
た
事
業
を
遂
行
し
て
い
く
為
に
新

た
に
設
置
さ
れ
た
委
員
会
で
あ
る
。

は
じ
め
に
、
小
林
正
道
事
務
総
長
が
挨
拶

し
、
各
委
員
に
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
た
。
続

い
て
、
委
員
長
に
瀬
古
眞
隆
師
（
臨
済
宗
妙

心
寺
派
）、
副
委
員
長
に
荒
川
正
憲
師
（
学

識
経
験
者
）
が
選
出
さ
れ
た
。

次
に
、
櫻
井
英
幸
総
務
部
長
と
宮
川
宏
生

財
務
部
長
が
財
政
検
討
委
員
会
答
申
の
内
容

と
本
会
の
現
況
に
つ
い
て
説
明
し
、
来
た
る

三
月
三
十
日
の
理
事
会
で
本
委
員
会
で
の
検

討
事
項
を
協
議
し
、
諮
問
承
認
を
受
け
、
今

後
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

改
革
推
進
委
員
会

無料法律
相談室
長谷川正浩本会顧問弁護士に
よる、無料法律相談を毎月第
二、第四木曜日の午後開催し
ております。本会事務総局０３
（３４３７）９２７５へ事前予約の上お
いで下さい。

十
一
日
▼
仏
教
伝
道
協
会
文
化
賞
贈
呈
式
出
席

▼
事
務
総
局
局
内
会
議

十
二
日
▼
法
律
相
談
室

▼
理
事
長
・
三
担
当
常
務
理
事
会

十
五
日
▼
国
際
仏
教
興
隆
協
会
理
事
会
出
席

十
七
日
▼
日
宗
連
・
文
化
庁
宗
務
課
懇
談
会

十
八
日
▼
部
落
解
放
同
盟
人
権
研
究
所
総
会
出
席

二
十
二
〜
二
十
七
日
▼
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ

堂
復
興
事
業
カ
ト
マ
ン
ズ
事
務
所
閉

鎖
処
理
（
於

ネ
パ
ー
ル
）

二
十
三
日
▼
英
文
日
本
仏
教
紹
介
本
作
業
部
会

二
十
四
日
▼
改
革
推
進
委
員
会

二
十
五
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

▼
関
西
事
務
局
会
議

▼L
ett'sT

alkB
uddhisｍ

出
席

▼
法
律
相
談
室

二
十
六
日
▼
適
切
な
る
宗
教
教
育
推
進
の
た

め
の
教
育
基
本
法
第
九
条
改
正

推
進
特
別
委
員
会

▼
イ
ン
ド
大
使
館
主
催

桜
を
見
る
会
出
席

二
十
九
日
▼
文
化
庁
ビ
デ
オ
撮
影
班
来
訪

三
十
日
▼
理
事
会

三
十
一
日
▼
新
事
務
局
辞
令
伝
達
式

▼
日
宗
連
幹
事
会

三
日
▼
黄
檗
宗
万
福
寺
開
山
忌
出
席

五
日
▼
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
企
画
委

員
会
出
席

六
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

▼
禅
文
化
研
究
所
来
訪

▼
マ
ヤ
堂
考
古
学
調
査
報
告
書
作
成
に

関
し
坂
詰
秀
一
教
授
と
打
合
せ

八
日
▼
日
宗
連
監
査
会

▼
法
律
相
談
室

九
日
▼
全
日
本
青
少
年
教
化
協
議
会
来
訪

▼
日
宗
連
新
旧
幹
事
会
懇
談
会

十
日
▼
鳥
取
県
の
宗
教
法
人
情
報
開
示
に
つ

い
て
文
化
庁
訪
問
（
日
宗
連
）

就
任

常
務
理
事

島

秀
隆（
真
言
宗
智
山
派
）

評
議
員

本
多
隆
朗（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

税
務
委
員

司
東
和
光（
真
言
宗
智
山
派
）

同
和
委
員

佐
藤
玲
秀（
真
言
宗
智
山
派
）

国
際
委
員

久
志
卓
世（
真
言
宗
智
山
派
）

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員

倉
松
隆
観（
真
言
宗
智
山
派
）

渡
邉
宗
徹（
学
識
経
験
者
）

改
革
推
進
委
員

里
見
秀
明（
真
言
宗
智
山
派
）

宗
教
教
育
推
進
特
別
委
員

小
林
正
道（
学
識
経
験
者
）

総
務
委
員

西
山
慈
晃（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

関
係
団
体

・
日
本
宗
教
連
盟

監
事

小
林
正
道（
常
務
理
事
）

幹
事

齋
藤
明
聖（
事
務
総
長
）

・
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
営
委
員

齋
藤
明
聖（
事
務
総
長
）

企
画
委
員

壽
山
良
光（
国
際
文
化
部
長
）

・
国
際
仏
教
興
隆
協
会

理
事

齋
藤
明
聖（
事
務
総
長
）

監
事

壽
山
良
光（
国
際
文
化
部
長
）

退
任

常
務
理
事

小
林
照
宥（
真
言
宗
智
山
派
）

評
議
員

中
西
智
海（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

税
務
委
員

芙
蓉
良
英（
真
言
宗
智
山
派
）

同
和
委
員

御
嶽
隆
英（
真
言
宗
智
山
派
）

国
際
委
員

鈴
木
中
也（
真
言
宗
智
山
派
）

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員

芙
蓉
良
英（
真
言
宗
智
山
派
）

改
革
推
進
委
員

原

弘
隆（
真
言
宗
智
山
派
）

総
務
委
員

中
村
澄
枝（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

関
係
団
体

・
日
本
宗
教
連
盟

監
事

小
林
正
道（
前
事
務
総
長
）

幹
事

櫻
井
英
幸（
総
務
部
長
）

・
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
営
委
員

小
林
正
道（
前
事
務
総
長
）

企
画
委
員

渡
邉
宗
徹（
前
国
際
文
化
部
長
）

・
国
際
仏
教
興
隆
協
会

理
事

小
林
正
道（
前
事
務
総
長
）

監
事

渡
邉
宗
徹（
前
国
際
文
化
部
長
）

竹
嶋
日
香
師

三
月
四
日
遷
化

八
十
九
歳

法
華
宗
陣
門
流
前
管
長

熊
野
竜
夫
師
（
本
会
元
理
事
）

三
月
四
日
遷
化

九
十
五
歳

真
言
宗
豊
山
派
元
宗
務
総
長

事
務
総
局
録
事

三
月
（
十
一
〜
三
十
一
日
）

四
月
（
一
〜
十
日
）

人
事

哀
悼
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ZENBUTSU

二
〇
〇
四
年
五
月
一
日
発
行

五
月
号

第
四
九
八
号

イラン南東部地震支援のご報告

今
後
も
全
日
本
仏
教
会
救
援
基
金
に
ご
協
力
願
い
ま
す

本
会
は
、
昨
年
末
イ
ラ
ン
南
東
部
バ
ム
を
襲

っ
た
大
規
模
地
震
の
被
災
者
救
援
の
た
め
、
専

用
口
座
を
開
設
し
広
く
協
力
を
呼
び
か
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
皆
様
の
支
援
金
を

一
月
二
十
三
日
、
三
月
十
五
日
の
二
回
に
亘
り

仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｂ
Ｎ
Ｎ
）
へ
総

計
三
百
万
円
寄
託
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、

Ｂ
Ｎ
Ｎ
よ
り
、
左
記
の
と
お
り
現
地
で
の
活
動

報
告
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｂ
Ｎ
Ｎ
に
加
盟
し
て
い
る
社
団
法
人
シ
ャ
ン

テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
（
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
は
、

被
災
地
へ
職
員
を
派
遣
し
、
孤
児
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
ケ
ル
マ
ン
州
福
祉
局
と
と
も
に
、

被
災
地
域
か
ら
ケ
ル
マ
ン
に
送
ら
れ
て
く
る
孤

児
を
対
象
に
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
現
地

の
状
況
は
、
両
親
を
亡
く
し
た
子
供
一
九
六
四

名
、
バ
ム
に
い
る
孤
児
一
二
二
五
名
が
親
戚
の

テ
ン
ト
な
ど
に
身
を
寄
せ
、
正
規
登
録
さ
れ
た

五
〇
〇
名
の
子
供
た
ち
か
ら
資
金
援
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ケ
ル
マ
ン
に
は
、
一
三
六
名
の
孤

児
が
八
つ
の
孤
児
院
に
保
護
さ
れ
、
震
災
か
ら

二
ヶ
月
た
っ
た
現
在
で
も
バ
ム
か
ら
ケ
ル
マ
ン

に
移
送
さ
れ
て
く
る
孤
児
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
支
援
と
し
、
孤
児
へ
の
生
活
必
需

品
の
配
付
活
動
、
孤
児
受
け
入
れ
施
設
の
修
復

整
備
活
動
と
と
も
に
、
今
後
バ
ム
市
内
の
四
カ

所
の
幼
稚
園
に
仮
設
園
舎
の
設
置
を
支
援
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

（
三
月
一
日

シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
）

今
後
も
、
仏
教
精
神
を
基
調
に
全
一
仏
教
運

動
の
展
開
と
世
界
平
和
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
国
内
外
の
救
援
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
続
き
基
金
へ
の
ご
協
力
を
何
卒

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
振
込
先

郵
便
振
替

〇
〇
一
三
〇─

六─

三
七
六
〇
〇

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

※

救
援
基
金
と
明
記
願
い
ま
す

●
お
問
い
合
せ（
財
）全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局

℡
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

─

イ
ラ
ン
南
東
部
地
震
支
援
者
名─

・
埼
玉
県
佛
教
会

・
東
京
都

妙
定
院

・
京
都
府

長
泉
院

・
東
京
都

華
厳
院

・
東
京
都

成
就
院

・
東
京
都

萬
福
寺

・
浄
土
宗
西
山
深
草
派
・
総
本
山
誓
願
寺

※
順
不
同

敬
称
略

〈
三
月
十
一
日
〜
四
月
十
日
計
四
〇
〇
、二
三
〇
円
〉

総
計

五
、
〇
八
一
、
七
六
三
円

発
行
人

齋
藤
明
聖

発
行
所

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

U
R
L:http://w

w
w
.jbf.ne.jp/

①孤児院にベットと寝具を配付
②孤児院の子どもに文具を配付
③被災した家族
〈写真提供：シャンティ国際ボランティア会〉

ルンビニー園マヤ堂修復事業
篤志支援者ご芳名 � � � �

現在、本事業大詰めの作業である『マヤ堂
遺跡考古学発掘調査最終報告書』の発刊等
に鋭意努力しております。
長期に亘る難事業推進のため、事業資金が

９００万円程不足を来たしており誠に恐縮です
が皆さまに事業資金のご支援をお願い申し上
げます。
・長谷川正浩様 金、３００，０００円
・町田秀子様 金、１００，０００円
・明順寺 齋藤明聖様 金、５００，０００円

（計 １，０００，０００円）
・渡邉宗徹様 金、１００，０００円

（計 ４００，０００円）
・月島テレビ商会様 金、１００，０００円

（計 ５３０，０００円）
〈２／１１～４／８ 受付順〉

【篤志の振込先口座番号】
＊郵便局００１３０‐６‐３７６００
加入者名 財団法人全日本仏教会
※ルンビニー園復興協力金と明記下さい。
＊銀行口座 三井住友銀行 浜松町支店
普通預金口座 ７７０３５８
口座名義 財団法人 全日本仏教会
※振込手数料を差し引いてお振込下さい。
●お問い合せ
（財）全日本仏教会事務総局国際文化部

電話０３（３４３７）９２７５

江戸川区の明福寺ルンビニー

学園（福井豊信園長・園児４２９名）

では４月８日、お釈迦さまの生誕

を祝う「花まつり」にあわせて入園

式・始業式が行われた。春休み明

けの久しぶりの登園となった子ども

たちは、本堂前の花御堂へ向かう

とお釈迦さまに甘茶をかけて小さ

な手を合わせてお参りし、その姿は

とても愛らしかった。

始業式では、園長先生が病気

にならないように早く寝ること、幼稚

園を休まないでガンバッテ登園す

ることをお願いすると、子どもたちは

元気な声で「ハーイ」の返事。また、

大きな紙芝居でお釈迦さまの生い

立ちを園長先生が優しく語り、さら

にパイプオルガンの美しい音色に

あわせて花まつりの歌や園歌を元

気よく合唱していた。
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